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『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
『
釈
日
本
紀
』「
真
床
追
衾
」
条
を
め
ぐ
っ
て斎
藤
英
喜
一
、「
中
世
日
本
紀
」
と
い
う
方
法
的
視
野
か
ら
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
成
立
し
、
六
国
史
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
『
日
本
書
紀
』
は
、
平
安
前
期
の
朝
廷
主
催
の
「
日
本
紀
講１
）
」
以
来
、
長
い
受
容
史
、
注
釈
史
、
研
究
史
を
持
つ
。
ま
さ
に
〞
継
承
さ
れ
て
き
た
史
料
〝
の
代
表
と
も
い
え
よ
う
。
史
料
は
、
書
写
、
注
釈
さ
れ
、
読
み
継
が
れ
る
こ
と
で
継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
長
い
年
月
に
わ
た
る
『
日
本
書
紀
』
の
享
受
史
、
注
釈
史
、
研
究
史
の
な
か
で
、
近
年
研
究
が
進
ん
だ
の
は
、
中
世
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
の
再
評
価
で
あ
る
。
か
つ
て
は
「
自
家
の
神
道
教
義
に
立
脚
し
た
空
理
空
論
」、「
一
部
社
家
ま
た
は
そ
れ
に
つ
ら
な
る
公
家
貴
族
の
机
上
の
観
念
論
」
と
批
判
さ
れ
、「
書
紀
の
学
問
的
研
究
の
た
め
に
今
日
読
む
に
値
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い２
）
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
中
世
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書＝
「
日
本
紀
注
」
は
、
一
九
七
二
年
の
伊
藤
正
義
の
論
文
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
」
（『
文
学
』
一
九
七
二
年
十
月
号
）
以
降
、「
中
世
日
本
紀
」
と
い
う
方
法
的
な
視
野
と
タ
ー
ム
を
も
っ
て
、「
中
世
」
と
い
う
時
代
固
有
の
知
的
刺
激
に
れ
た
テ
キ
ス
ト
群
と
し
て
蘇
っ
て
き
た
の
で
あ
る３
）
。
そ
の
研
究
は
、
歌
学
、
物
語
、
あ
る
い
は
謡
曲
注
釈
に
見
ら
れ
る
「
日
本
記
（
紀
）
に
曰
く
」
と
い
う
言
説
の
背
後
に
潜
ん
で
い
た
、
中
世
び
と
の
信
仰
・
知
識
・
学
問
の
広
が
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
究
明
に
始
ま
り
、「
日
本
紀
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
持
ち
な
が
ら
、
古
三
三
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
代
の
『
日
本
書
紀
』
原
典
と
は
大
き
く
懸
け
離
れ
た
中
世
固
有
の
神
話
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
く
「
注
釈
╱
創
造
」
の
実
践
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
中
世
神
道
の
教
義
書
、
寺
院
縁
起
や
本
地
物
語
、
職
人
由
緒
書
、
あ
る
い
は
神
楽
祭
文
の
世
界
へ
と
拡
大
さ
れ
、
「
中
世
神
話
」
と
い
う
、
あ
ら
た
な
神
話
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る４
）
。
始
原
、
古
層
や
原
型
と
い
う
概
念
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「
神
話
」
を
、
歴
史
の
な
か
へ
と
拡
大
し
、
変
革
し
て
い
っ
た
研
究
は
、
さ
ら
に
「
近
世
神
話
」
と
い
う
地
層
を
も
掘
り
起
こ
し
つ
つ
あ
る５
）
。
か
く
し
て
中
世
文
学
研
究
に
始
発
し
た
「
中
世
日
本
紀
」
の
研
究
動
向
は
、
思
想
史
研
究
に
及
ぶ
こ
と
で
、
従
来
の
神
仏
習
合
、
本
地
垂
迹
説
と
い
う
中
世
信
仰
史
の
定
型
を
揺
さ
ぶ
り
、
あ
る
い
は
中
世
史
研
究
に
お
け
る
顕
密
体
制
論
の
再
検
討
、
深
化
と
い
う
課
題
を
も
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る６
）
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
目
す
べ
き
は
、
中
世
日
本
紀
の
研
究
が
、「
即
位
灌
頂
」
と
い
う
天
皇
即
位
儀
礼
の
研
究
と
連
結
し
て
い
た
こ
と
だ
。「
日
本
紀
注
」「
日
本
紀
に
云
」
の
言
説＝
中
世
日
本
紀
と
は
、
じ
つ
は
摂
関
家
、
台
密
・
東
密
の
寺
家
に
伝
え
ら
れ
た
即
位
灌
頂
・
即
位
法
の
秘
説
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る７
）
。
神
話
と
祭
祀
・
儀
礼
と
の
相
関
関
係
を
問
う
、
神
話
研
究
、
儀
礼
研
究
に
連
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
即
位
灌
頂
が
天
皇
即
位
儀
礼
と
し
て
定
着
す
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
伏
見
天
皇
の
即
位
時
以
降
と
さ
れ
る
が８
）
、
一
方
で
、「
古
代
」
以
来
の
大
嘗
祭
が
執
行
さ
れ
、
と
り
わ
け
そ
の
担
い
手
た
る
摂
関
家
、
あ
る
い
は
神
祇
官
の
卜
部
の
間
で
秘
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
、
中
世
王
権
を
儀
礼
的
に
支
え
て
い
く
即
位
灌
頂
と
大
嘗
祭
と
の
関
係
は
、
中
世
日
本
紀
、
中
世
神
話
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
大
嘗
祭
の
由
来
と
さ
れ
る
『
記
』『
紀
』
神
話
が
、
中
世
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
読
み
替
え
ら
れ
た
か
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
鎌
倉
後
期
成
立
の
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
八
の
「
真
床
追
衾
」
条
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
大
嘗
祭
、
即
位
灌
頂
を
め
ぐ
る
秘
説
の
生
成
を
探
る
こ
と
を
通
し
て
、『
日
本
書
紀
』
と
い
う
「
史
料
」
が
い
か
に
読
み
継
が
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
三
四
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
二
、『
釈
日
本
紀
』
講
読
と
大
嘗
祭
ま
ず
は
『
釈
日
本
紀
』
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
釈
日
本
紀
』
が
成
立
し
た
の
は
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
か
ら
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
の
間
と
推
定
さ
れ
て
い
る９
）
。
文
永
・
弘
安
の
二
度
の
「
蒙
古
襲
来
」
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
の
幕
府
権
力
が
動
揺
し
は
じ
め
る
時
代
で
あ
る
。
従
来
『
釈
日
本
紀
』
と
い
え
ば
、「
中
世
的
な
牽
強
付
会
説
」
の
少
な
い
「
古
伝
に
即
し
た
」
注
釈
態
度
が
、
近
代
的
な
注
釈
学
に
通
ず
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た10
）
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
本
書
に
よ
っ
て
、
現
在
散
逸
し
た
多
く
の
史
料
、「
古
伝
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
「
中
世
日
本
紀
」
の
研
究
が
進
展
し
た
以
降
は
、『
釈
日
本
紀
』
が
中
世
神
道
に
お
け
る
「
大
日
本
国
」
説
、「
百
王
」
説
な
ど
の
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
一
方
「『
釈
日
本
紀
』
を
、『
日
本
書
紀
』
釈
の
到
達
点
と
み
る
か
、
は
た
ま
た
中
世
釈
の
始
発
点
と
み
る
か
。
そ
れ
は
中
世
日
本
紀
に
対
す
る
認
識
ぐ
あ
い
に
よ
っ
て
、
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る11
）
。『
釈
日
本
紀
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
位
置
付
け
の
難
し
さ
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、『
釈
日
本
紀
』
の
な
か
に
は
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の
本
地
を
大
日
如
来
と
す
る
本
地
垂
迹
説
を
肯
定
し
、「
大
日
本
国
は
真
言
密
教
（
大
日
如
来
）
の
本
国
な
り
」
と
い
う
教
説
を
引
用
す
る
こ
と12
）
、
あ
る
い
は
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
つ
つ
ヲ
ロ
チ
退
治
の
英
雄
と
し
て
活
躍
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
を
「
善
悪
不
二
・
邪
正
一
如
」
と
い
う
天
台
本
覚
思
想
の
仏
教
教
理
で
注
釈
し
て
い
く
こ
と
な
ど13
）
、『
釈
日
本
紀
』
を
近
代
的
な
注
釈
学
へ
の
過
度
と
み
な
す
よ
り
も
、「
中
世
釈
の
始
発
点
」、
す
な
わ
ち
「
中
世
日
本
紀
」
の
一
角
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
中
世
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
注
釈
か
ら
導
か
れ
る
「
中
世
神
話
」
の
、
画
期
的
な
姿
が
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る14
）
。
三
五
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
と
こ
ろ
で
『
釈
日
本
紀
』
に
は
、
平
安
期
の
「
日
本
紀
講
」
に
お
け
る
博
士
の
「
私
記
」（
日
本
紀
私
記
）
が
多
数
引
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
〜
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
、
卜
部
兼
文
が
前
太
政
大
臣
の
一
条
実
経
、
子
息
の
摂
政
・
家
経
ら
と
の
間
で
行
な
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
勉
強
会
で
の
問
答
が
、
重
要
な
先
例
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の
問
答
や
「
日
本
紀
私
記
」
な
ど
を
中
心
に
、
卜
部
兼
文
の
子
で
あ
る
卜
部
兼
方
が
編
纂
し
た
も
の
が
、『
釈
日
本
紀
』
で
あ
る
。
ち
な
み
に
卜
部
氏
は
「
日
本
紀
の
家
」（
太
平
記
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
研
究
・
注
釈
の
専
門
家
と
し
て
中
世
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る15
）
。
な
ぜ
一
条
家
は
、
卜
部
氏
と
と
も
に
『
日
本
書
紀
』
の
勉
強
会
を
行
な
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
天
皇
の
即
位
儀
礼
た
る
大
嘗
祭
と
の
関
わ
り
が
大
き
か
っ
た
。
大
嘗
祭
の
中
心
儀
礼＝
「
大
嘗
会
卯
日
」
に
は
、
天
皇
が
悠
紀
・
主
基
の
内
陣
の
神
座
に
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
）
を
迎
え
、
鮮
物
・
干
物
・
菓
子
・
鮑
汁
・
御
飯
な
ど
の
神
饌
を
天
皇
自
ら
が
供
え
る
「
神
膳
供
進
の
儀
」
が
あ
る
。
そ
の
と
き
の
作
法
を
摂
関
家
よ
り
授
か
る
こ
と
、
と
り
わ
け
七
歳
以
下
の
幼
帝
の
場
合
は
、
摂
関
が
天
皇
に
代
わ
っ
て
神
饌
供
進
の
行
事
を
担
当
す
る
こ
と
な
ど
が
院
政
期
以
降
に
定
ま
っ
て
い
く16
）
。
そ
の
た
め
に
藤
原
摂
関
家
で
は
、
神
饌
供
進
の
儀
礼
に
「
宮
主
」
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
卜
部
氏
か
ら
「
習
礼
」
を
受
け
る
の
だ
が
、
そ
の
時
に
、
大
嘗
祭
と
関
係
の
深
い
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
巻
に
つ
い
て
問
答
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る17
）
。
ち
な
み
に
九
条
忠
家
は
、
こ
う
し
た
大
嘗
祭
の
故
実
に
無
知
な
た
め
に
解
任
さ
れ
て
、
代
わ
っ
て
一
条
家
経
が
摂
政
に
就
任
さ
れ
た
と
い
う
（『
勘
仲
記
』
文
永
十
一
年
〔
一
二
七
四
〕
六
月
二
一
日
条
）。
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
、
卜
部
兼
文
の
「
策
謀
」
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る18
）
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、「
大
嘗
祭
が
近
づ
く
ご
と
に
、
摂
政
ら
の
間
で
、
日
本
書
紀
神
代
巻
へ
の
関
心
が
ま
り
、
卜
部
が
そ
の
説
明
の
役
に
あ
た
っ
た19
）
」
の
で
あ
る
。
中
世
に
あ
っ
て
、
大
嘗
祭
執
行
と
『
日
本
書
紀
』
を
読
む
こ
と
の
間
に
相
互
関
係
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
見
え
て
こ
よ
う
。
卜
部
氏
の
な
か
で
は
、『
日
本
書
紀
』
は
大
嘗
祭
と
の
関
係
の
な
か
で
解
釈
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
な
お
、
卜
部
兼
文
と
問
答
を
し
た
一
条
家
経
は
「
洪
才
博
覧
人
」（『
勘
仲
記
』
永
仁
元
年
〔
一
二
九
三
〕
十
二
月
十
一
日
条
）
と
称
三
六
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
学
識
が
高
い
人
物
で
あ
り
、
ま
た
『
古
事
記
』
中
巻
の
書
写
と
も
関
わ
る
藤
原
兼
平
と
と
も
に
宇
治
の
平
等
院
経
蔵
に
赴
き
、
と
も
に
「
日
本
紀
問
答
」
な
る
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し
て
い
る
（『
勘
仲
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
十
月20
）
）。
宮
中
の
故
実
と
と
も
に
、『
日
本
書
紀
』
に
た
い
す
る
学
的
な
知
識
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
平
安
時
代
の
日
本
紀
講
に
お
け
る
博
士
の
「
私
記
」
の
蒐
集
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る21
）
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
は
、『
釈
日
本
紀
』
の
成
立
に
は
「
日
本
紀
の
家
」
の
卜
部
氏
の
知
識
、
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
大
嘗
祭
を
担
う
一
条
家
と
の
問
答
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
見
え
て
こ
よ
う
。『
釈
日
本
紀
』
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
卜
部
家
の
知
識
・
学
問
と
と
も
に
、
摂
関
家
の
一
条
実
経
、
家
経
の
知
識
や
意
見
を
取
り
込
ん
だ
、
共
同
作
業
の
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る22
）
。
次
に
『
釈
日
本
紀
』
の
「
真
床
追
衾
」条
の
注
釈
を
見
て
い
こ
う
。
三
、「
真
床
追
衾
」
条
を
読
む
（
１
）
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
八
の
「
真
床
追
衾
」条
は
、「
于
時
高
皇
産
霊
尊
以
真
床
追
衾
、
覆
皇
孫
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
使
降
之
」
（『
日
本
書
紀
』
神
代
下
〔
第
九
段
〕
正
文
、
118
〜
120
頁
）
と
天
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
「
真
床
追
衾
」
に
覆
わ
れ
て
降
臨
し
た
場
面
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
。
こ
の
「
真
床
追
衾
」
が
、
折
口
信
夫
に
よ
っ
て
大
嘗
祭
の
秘
儀
と
結
び
付
け
ら
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う23
）
。
即
位
す
る
天
皇
は
、
大
嘗
宮
内
陣
に
設
え
ら
れ
た
「
御
衾
」＝
真
床
追
衾
に
包
ま
っ
て
、「
天
皇
霊
」
を
身
に
附
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
皇
に
な
る
と
い
う
議
論
で
あ
る
。「
真
床
追
衾
」
が
「
大
嘗
宮
の
神
座
を
覆
う
衾
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い24
）
」
と
さ
れ
る
一
方
、
折
口
の
「
真
床
追
衾
」
説
は
、
史
料
的
な
裏
づ
け
が
な
い
盲
説
と
批
判
さ
れ
て
き
た
の
も
、
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ25
）
。
で
は
、『
釈
日
本
紀
』
は
「
真
床
追
衾
」
を
、
ど
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
七
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
真
床
追
衾
私
記
曰
。
問
。
此
衾
之
名
、
其
義
如
何
。
答
。
衾
者
、
臥
床
之
時
、
覆
之
物
也
。
真
者
、
褒
美
之
辞
也
。
故
謂
真
床
追
衾
。
一
書
文
、
追
字
作
覆
也
。
訓
読
相
通
之
故
。
並
用
。
今
世
、
太
神
宮
以
下
、
諸
社
神
体
、
奉
覆
御
衾
。
是
其
縁
耳
。
天
書
第
二
曰
。
是
後
以
天
杵
尊
、
為
中
国
王
。
賜
玄
車
、
追
真
床
之
縁
錦
衾
、
八
尺
流
火
鏡
、
赤
玉
鈴
、
薙
草
剣
。
（『
釈
日
本
紀
』
巻
第
八
、
194
〜
195
頁
）
「
私
記
」
と
は
、
平
安
時
代
前
期
に
行
わ
れ
た
日
本
紀
講
の
講
義
の
記
録
。『
釈
日
本
紀
』
に
は
複
数
「
私
記
」
が
引
用
さ
れ
る
。
「
真
床
追
衾
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、「
衾
」
と
は
寝
具
、「
真
」
が
称
え
詞
と
解
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
一
書
が
「
追
」
の
字
を
「
覆
」
と
作
字
す
る
こ
と
を
引
い
て26
）
、「
今
世
」
に
お
い
て
伊
勢
太
神
宮
な
ど
神
社
の
祭
神
の
御
神
体
を
「
御
衾
」
で
「
覆
」
こ
と
の
由
来
に
結
び
付
け
て
い
る
。
以
上
が
平
安
時
代
の
「
私
記
」
の
注
釈
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
直
接
、
大
嘗
祭
と
関
わ
ら
せ
る
解
釈
は
見
え
な
い
。
だ
が
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
『
釈
日
本
紀
』
の
成
立
背
景
に
、
大
嘗
祭
執
行
に
際
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
知
識
を
必
要
と
し
た
一
条
家
と
の
問
答
を
前
提
に
す
る
と
、「
真
床
追
衾
」
も
天
皇
即
位
儀
礼
を
め
ぐ
る
知
識
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
太
神
宮
以
下
、
諸
社
神
体
、
奉
覆
御
衾
。
是
其
縁
耳
」
の
一
節
で
あ
る
。「
真
床
追
衾
」
を
伊
勢
神
宮
の
ご
神
体
を
包
む
「
御
衾
」
と
結
び
付
け
る
記
述
に
は
、
大
嘗
祭
で
天
皇
が
伊
勢
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
迎
え
て
、
神
饌
供
進
す
る
次
第
と
も
連
動
し
て
こ
よ
う
。
あ
ら
た
め
て
重
要
な
の
は
、『
釈
日
本
紀
』
の
注
釈
に
よ
っ
て
、
降
臨
す
る
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
包
ん
だ
「
真
床
追
衾
」
を
、
伊
勢
神
宮
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
神
々
の
ご
神
体
を
覆
う
聖
な
る
衣
と
す
る
認
識
が
作
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
。「
今
世
」
の
神
社
の
ご
神
体
に
覆
う
衣
の
起
源
を
、
天
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
包
ま
っ
て
い
た
「
真
床
追
衾
」
に
求
め
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。『
日
本
書
紀
』
原
典
を
超
え
た
、
あ
ら
た
な
起
源
神
話
の
始
発
を
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
三
八
続
い
て
「
真
床
追
衾
」
の
理
解
の
た
め
に
「
天
書
第
二
曰
」
の
一
文
が
引
用
さ
れ
る
。「
是
後
以
天
杵
尊
、
為
中
国
王
。
賜
玄
車
、
追
真
床
之
縁
錦
衾
、
八
尺
流
火
鏡
、
赤
玉
鈴
、
薙
草
剣
」
の
叙
述
は
、「
天
杵
尊
」
な
る
神
に
「
中
国
王
」
と
な
る
こ
と
が
神
勅
さ
れ
、「
玄
車
、
追
真
床
之
縁
錦
衾
」「
八
尺
流
火
鏡
」「
赤
玉
鈴
」「
薙
草
剣
」
な
ど
の
宝
器
が
授
け
ら
れ
た
、
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、
・
于
時
高
皇
産
霊
尊
以
真
床
追
衾
…
…
」（
神
代
下
〔
第
九
段
〕
正
文
、
118
頁
）
・
故
天
照
大
神
乃
賜
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、
八
坂
瓊
曲
玉
及
八
咫
鏡
・
草
薙
剣
、
三
種
宝
物
（
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
一
、
128
頁
）、
・
因
勅
皇
孫
曰
、
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
国
、
是
吾
子
孫
可
王
之
地
也
（
同
前
、
128
〜
130
頁
）
な
ど
『
日
本
書
紀
』
の
天
孫
降
臨
神
話
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
釈
日
本
紀
』
の
編
述
者
は
、
こ
の
一
文
を
引
用
す
る
こ
と
で
、『
日
本
書
紀
』
の
「
真
床
追
衾
」
に
関
わ
る
異
文
を
提
示
し
た
と
も
取
れ
よ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
『
天
書
』
と
は
、
い
か
な
る
史
料
な
の
か
。
四
、「
真
床
追
衾
」
条
を
読
む
（
２
）
『
釈
日
本
紀
』
に
引
用
さ
れ
た
『
天
書
』
と
は
、
奈
良
時
代
の
藤
原
浜
成
が
述
し
た
史
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
世
の
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い27
）
。『
釈
日
本
紀
』
に
引
文
さ
れ
た
記
述
と
ほ
ぼ
同
文
が
、
中
世
初
期
の
両
部
神
道
書
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
三
九
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
神
勅
曰
。
以
天
杵
尊
為
中
国
主
。
賜
玄
車
追
真
床
之
縁
錦
衾
〔
今
世
称
小
車
之
錦
衾
是
縁
也
〕。
八
尺
流
大
鏡
赤
玉
鈴
薙
草
剣
而
寿
之
曰
。（『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
274
頁
）
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
と
は
両
部
神
道
説
に
も
と
づ
い
て
天
地
諸
神
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、「
宝
山
」
と
は
葛
城
山
を
現
す
こ
と
か
ら
、
葛
城
修
験
系
統
の
人
物
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ
た
も
の
と
い
う28
）
。
冒
頭
の
「
神
勅
曰
」
は
、『
日
本
書
紀
』
一
書
〔
第
一
〕「
勅
皇
孫
曰
」
に
も
と
づ
く
も
の
。「
天あめの
杵きねの
尊みこと」
は
、「
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
」
の
変
換
で
あ
る
。
両
部
神
道
書
『
天
地
麗
気
附
録
』
で
は
「
皇
孫
・
杵き
独どく
王おう
」
と
も
あ
る
。「
杵
」
は
火
瓊
瓊
杵
の
「
杵
」、
「
独
」
は
、
密
教
修
法
の
法
具
で
あ
る
「
独
鈷
」
に
ち
な
む
も
の
で
、「
独
一
法
身
」
と
い
う
意
味
も
重
ね
ら
れ
「
無
量
の
仏
身＝
金
剛
界
の
大
日
如
来
を
指
す
言
葉
」
と
い
う29
）
。
ま
さ
し
く
仏
教
的
に
変
換
さ
れ
た
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
姿
と
い
っ
て
よ
い
。
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
玄
車
、
追
真
床
之
縁
錦
衾
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
も
同
文
。「
追
真
床
之
縁
錦
衾
」
の
語
が
『
日
本
書
紀
』
の
「
真
床
追
衾
」
に
繫
が
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
で
は
「
玄
車
」
と
は
何
か
。『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
に
は
「
今
世
称
小
車
之
錦
衾
」（
小
車
の
錦
の
衾
）
の
細
注
が
付
く
。「
玄
車
追
真
床
之
縁
錦
衾
」
は
、
今
世
で
は
「
小
車
之
錦
衾
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
「
小
車
之
錦
衾
」
は
、
伊
勢
神
宮
の
外
宮
祭
神
で
あ
る
豊
受
大
神
（
ト
ヨ
ウ
ケ
）
の
ご
神
体
（
鏡
）
を
包
む
聖
衣
を
あ
ら
わ
す
。
伊
勢
の
神
道
五
部
書
の
一
つ
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
豊
受
宮
小
車
錦
御
衣
者
、
乗
宝
車
廻
四
天
下
度
万
類
由
也
。（『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
59
頁
）
外
宮
の
ト
ヨ
ウ
ケ
の
神
体
を
包
む
「
御
衣
」
は
、
黄
地
に
黒
糸
で
「
小
車
」
の
文
様
が
織
ら
れ
て
い
た
の
で
、「
小
車
の
錦
の
御
衣
」
四
〇
と
呼
ば
れ
た
と
い
う30
）
。
こ
こ
で
伊
勢
神
宮
の
ご
神
体
を
覆
う
聖
衣
の
文
様
が
出
て
く
る
の
は
、「
真
床
追
衾
」
を
「
今
世
」
に
お
い
て
伊
勢
神
宮
の
ご
神
体
を
覆
う
衣
と
し
た
繫
が
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。「
真
床
追
衾
」
の
中
世
に
お
け
る
姿
の
一
つ
が
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
引
文
は
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
発
展
し
て
い
く
。
文
様
に
描
か
れ
た
「
小
車
」
は
「
宝
車
」
と
も
い
い
、
転
輪
王
（
転
輪
聖
王＝
四
大
州
す
べ
て
を
統
治
す
る
イ
ン
ド
の
国
王
）
が
宝
車
に
乗
っ
て
四
天
下
を
巡
り
、
す
べ
て
の
生
き
物
を
救
う
と
い
う
故
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る31
）
。
な
ぜ
イ
ン
ド
の
転
輪
王
に
由
来
す
る
「
小
車
」（
宝
車
）
の
こ
と
が
出
て
く
る
の
か
。
そ
こ
に
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
日
本
中
世
の
天
皇
を
イ
ン
ド
の
転
輪
王
に
擬
え
る
「
即
位
灌
頂
」
の
儀
礼
で
あ
る
。
即
位
灌
頂
と
は
、
王
に
即
位
す
る
立
太
子
の
頭
上
に
、
四
大
海
の
水
を
灌
ぎ
、
祝
意
を
あ
ら
わ
す
儀
礼
。
こ
れ
が
密
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
伝
法
灌
頂
な
ど
へ
と
展
開
し
、
中
世
で
は
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
応
用
さ
れ
た
。
摂
政
・
関
白
か
ら
「
一
印
一
明
」
を
授
け
ら
れ
た
天
皇
は
、
即
位
式
の
当
日
、
高
御
座
に
登
壇
す
る
ま
で
自
ら
「
智
拳
印
」
を
結
び
、
あ
る
い
は
荼
枳
尼
天
の
真
言
を
唱
え
る
と
い
う
儀
礼
で
あ
る32
）
。
即
位
式
の
な
か
に
、
密
教
の
灌
頂
儀
礼
を
侵
入
さ
せ
、
あ
ら
た
な
即
位
儀
礼
が
創
出
さ
れ
た
わ
け
だ
。
そ
の
実
修
の
始
ま
り
は
、
平
安
時
代
後
期
の
後
三
条
天
皇
の
即
位
時
（
治
暦
四
年
〔
一
〇
六
八
〕）
と
も
さ
れ
る
が
、
歴
史
的
に
確
実
な
実
修
時
期
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
伏
見
天
皇
の
即
位
時
以
降
と
見
ら
れ
る33
）
。
ち
な
み
に
即
位
灌
頂
が
実
修
さ
れ
た
、
伏
見
天
皇
（
印
明
伝
授
は
二
条
師
忠
）、
後
伏
見
天
皇
（
同
・
鷹
司
兼
忠
）、
後
二
条
天
皇
（
同
・
二
条
兼
基
）
の
三
代
は
、『
釈
日
本
紀
』
の
成
立
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
、『
釈
日
本
紀
』
に
引
用
さ
れ
た
『
天
書
』
の
一
文
は
、『
日
本
書
紀
』
が
仏
教
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
、
二
次
的
な
神
話
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
ま
た
そ
れ
を
「
真
床
追
衾
」
の
注
釈
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
、
近
代
的
な
注
釈
概
念
か
ら
み
れ
ば
、
不
必
要
な
部
分
と
も
見
え
る
。
実
際
、
現
在
の
研
究
で
、「
真
床
追
衾
」
を
注
釈
す
る
と
き
、「
天
書
第
二
に
曰
く
」
の
引
文
は
無
視
さ
れ
る
こ
四
一
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
と
が
多
い
。
し
か
し
中
世
に
お
け
る
「
注
釈
」
と
は
、
現
代
と
は
違
っ
て
、
原
典＝
『
日
本
書
紀
』
を
理
解
す
る
た
め
の
補
助
的
な
作
業
で
は
な
か
っ
た
。
原
典
を
注
釈
し
な
が
ら
『
日
本
書
紀
』
を
越
え
る
、
新
し
い
神
話
テ
キ
ス
ト
の
創
造
行
為
と
不
可
分
に
あ
っ
た
の
だ
。
創
造
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
中
世
の
人
び
と
に
と
っ
て
の
「
日
本
紀
」
と
し
て
理
解
さ
れ
、
歌
学
者
、
僧
侶
、
神
道
家
た
ち
の
知
の
源
泉
と
し
て
流
通
し
て
い
っ
た
。「
中
世
日
本
紀
」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
中
世
日
本
紀
」
の
視
野
か
ら
『
釈
日
本
紀
』
の
注
釈
を
見
直
し
た
と
き
、「
真
床
追
衾
」
の
注
釈
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
『
天
書
』
の
「
玄
車
追
真
床
之
縁
錦
衾
」
の
一
節
を
引
用
し
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
な
意
味
を
も
っ
て
こ
よ
う
。「
真
床
追
衾
」
か
ら
導
か
れ
た
「
追
ノ
真
床
」
を
、
伊
勢
外
宮
の
「
小
車
の
錦
の
御
衣
」
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
「
御
衣
」
に
は
、
即
位
灌
頂
と
繫
が
る
転
輪
王
（
転
輪
聖
王
）
の
由
来
の
「
小
車
」
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
真
床
追
衾
」
を
「
玄
車
追
真
床
之
縁
錦
衾
」
へ
と
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
覆
っ
た
聖
な
る
衣
は
、
即
位
す
る
王
、
天
皇
の
継
承
儀
礼
と
結
び
付
く
回
路
が
開
か
れ
た
の
だ
。「
真
床
追
衾
」
を
大
嘗
宮
内
陣
の
「
御
衾
」
の
由
来
と
す
る
神
話
言
説
は
、
即
位
灌
頂
へ
と
展
開
す
る
「
天
書
第
二
曰
」
の
引
文
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
近
年
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
皇
即
位
儀
礼
の
な
か
に
「
即
位
灌
頂
」
を
組
み
込
ん
で
い
く
の
は
、
二
条
家
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。『
釈
日
本
紀
』
の
成
立
と
関
わ
る
一
条
家
は
、
即
位
灌
頂
に
対
し
て
は
「
無
関
心
」
で
あ
っ
た
と
も
い
う34
）
。
即
位
灌
頂
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
摂
関
家
内
部
の
対
立
、
競
合
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。
け
れ
ど
も
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
大
嘗
祭
執
行
と
『
日
本
書
紀
』
講
読
を
連
結
さ
せ
る
卜
部
氏
の
側
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
「
真
床
追
衾
」
に
、
即
位
灌
頂
と
い
う
新
規
の
儀
礼
の
由
来
と
も
関
わ
る
、
あ
ら
た
な
注
釈
を
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
で
「
真
床
追
衾
」
の
語
は
、
即
位
大
嘗
祭
の
儀
礼
の
現
場
へ
と
開
か
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
古
典
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
に
は
、
新
し
い
知
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
四
二
か
く
し
て
『
釈
日
本
紀
』
は
、
文
永
・
弘
安
の
役
と
い
う
時
代
の
動
揺
期
の
な
か
で
必
要
と
さ
れ
た
、『
日
本
書
紀
』
の
新
し
い
読
み
方
を
示
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
『
日
本
書
紀
』
は
、
鎌
倉
後
期
の
天
皇
儀
礼
の
由
来
を
語
る
テ
キ
ス
ト
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
五
、「
真
床
追
衾
」
の
解
釈
史
で
は
『
釈
日
本
紀
』
以
降
、「
真
床
追
衾
」
は
ど
の
よ
う
に
注
釈
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
以
下
、
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
室
町
期
の
碩
学
と
し
て
著
名
な
一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
言
説
で
あ
る
。「
真
床
追
衾
」
の
注
釈
と
し
て
『
釈
日
本
紀
』
と
同
じ
く
『
天
書
』
の
一
文
を
引
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
こ
れ
を
「
按
仏
経
、
転
輪
王
七
種
煖
宝
…
」
と
即
位
灌
頂
と
繫
が
る
「
転
輪
王
」
の
由
来
を
導
き
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
若シ
坐
入ノ
禅
、
坐スレハ
彼ノ
床
宝ニ
、
即チ
入ル
解
脱
禅
定
三
昧ニ
、
若シ
王
欲スルヲ
起サン
貧
癡
シ
ン
チ
心ヲ
、
坐スレハ
彼
床
宝ニ
、
即
時
倶ニ
滅ス
、
是
則
真
床
之
謂
也ナリ
、（『
日
本
書
紀
纂
疏
』
下
第
一
、
294
頁
）
「
王
」
が
三
毒
（
貧
・
・
癡
）
を
起
こ
し
た
と
き
、
こ
の
「
真
床
」
に
座
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
そ
れ
は
滅
し
、
禅
定
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
。
こ
こ
で
「
真
床
追
衾
」
は
、
仏
教
的
な
悟
り
に
導
く
聖
具
と
さ
れ
て
い
く
わ
け
だ
。
ち
な
み
に
兼
良
か
ら
学
び
、「
唯
一
神
道
」＝
吉
田
神
道
を
編
み
出
し
て
い
く
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
は
、
大
嘗
祭
の
神
殿
で
あ
る
「
悠
紀
殿
」「
主
基
殿
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
悠
紀
ト
ハ
万ばん
宗そう
壇だん
の
神
殿
也
。
主
基
ト
ハ
諸しょ
源げん
壇だん
の
神
殿
也
」（
215
頁
）
と
解
釈
し
、「
万
宗
壇
」
は
金
剛
界
、「
諸
源
壇
」
は
胎
蔵
界
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。
兼
倶
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
大
嘗
祭
そ
の
も
の
が
密
教
的
な
知
と
不
可
分
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う35
）
。
四
三
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
さ
て
近
世
に
あ
っ
て
は
、
国
学
が
『
記
』『
紀
』
神
話
と
大
嘗
祭
と
の
結
び
付
き
を
全
面
化
し
て
い
く
の
だ
が
、「
真
床
追
衾
」
の
注
釈
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
幕
末
の
鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
伝
』
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
真
床
は
御
床
に
て
天
津
高
御
座
に
載
せ
奉
り
、
真
床
追
衾
を
覆
ひ
奉
れ
る
な
が
ら
天
降
し
奉
ら
せ
給
へ
る
」（『
日
本
書
紀
伝
』
二
十
九
之
巻
、
全
集
9
、
310
頁
）
と
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
と
「
真
床
追
衾
」
と
の
繫
が
り
に
触
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
『
儀
式
』
の
大
嘗
祭
の
条
を
検
討
し
な
が
ら
、
大
嘗
の
時
は
卯
日
の
祭
儀
に
も
辰
日
の
宴
会
に
も
御
床
子
を
構
へ
、
八
重
帖
を
敷
き
坂
枕
を
置
き
御
衾
を
覆
奉
り
て
、
神
を
も
臥
さ
せ
奉
り
天
皇
も
臥
さ
せ
給
ふ
が
礼
儀
に
て
御
在
し
坐
す
事
…
」（『
日
本
書
紀
伝
』
二
十
九
之
巻
、
全
集
8
、
534
頁
）
と
、
大
嘗
宮
に
設
置
さ
れ
た
「
御
坂
枕
」「
御
衣
」
を
め
ぐ
っ
て
、
神
と
と
も
に
天
皇
自
身
も
、
そ
こ
に
「
臥
し
た
」
こ
と
を
推
測
し
て
い
く
。
大
嘗
宮
の
な
か
の
「
御
衾
」（
第
一
の
神
座
）
に
天
皇
が
臥
す
こ
と＝
真
床
襲
衾
に
包
ま
る
こ
と
へ
と
繫
げ
て
い
く
解
釈
が
読
み
取
れ
る36
）
。
こ
れ
が
折
口
信
夫
の
「
真
床
襲
衾
」
の
解
釈
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
じ
つ
は
、
折
口
自
身
も
、
自
ら
の
「
真
床
襲
衾
」
説
の
根
拠
を
「
日
本
紀
の
神
代
の
巻
」
に
求
め
て
い
た
の
だ
。
日
本
紀
の
神
代
の
巻
を
見
る
と
、
此
布
団
の
事
を
、
真マ
床ドコ
襲オ
衾フスマと
申
し
て
居
る
。
彼
の
に
に
ぎ
の
尊
が
天
降
り
せ
ら
れ
る
時
に
は
、
此
を
被
つ
て
居
ら
れ
た
。
此
真
床
襲
衾
こ
そ
、
大
嘗
祭
の
褥
裳
を
考
へ
る
よ﹅
す﹅
が﹅
と
も
な
り
、
皇ヒツ
太ギ
子ノミコの
物
忌
み
の
生
活
を
考
へ
る
よ﹅
す﹅
が﹅
と
も
な
る
。（「
大
嘗
祭
の
本
義
」
新
全
集
３
188
頁
）
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
折
口
の
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
も
ま
た
、
近
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
の
解
釈
史
の
一
角
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。『
日
本
書
紀
』
の
解
釈
そ
れ
自
体
が
、
新
し
い
神
話
の
創
造
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
折
口
信
夫
の
学
問
か
ら
も
四
四
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る37
）
。
以
上
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
、
解
釈
が
天
皇
即
位
儀
礼
と
結
び
付
き
な
が
ら
、
時
代
の
な
か
で
、
あ
ら
た
な
「
神
話
」
を
生
成
し
て
い
く
様
相
を
通
し
て
、〞
継
承
さ
れ
る
史
料
〝
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
＊
本
稿
は
、
佛
教
大
学
・
第
二
十
六
回
鷹
陵
史
学
会
主
催
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
継
承
さ
れ
る
史
料
」（
二
〇
一
七
年
十
月
七
日
）
の
報
告
レ
ジ
ュ
メ
に
よ
る
が
、
当
日
の
質
疑
を
踏
ま
え
て
、
加
筆
し
た
。
【
引
用
原
典
】
日
本
書
紀
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
小
学
館
釈
日
本
紀
神
道
大
系
・
古
典
注
釈
編
神
道
大
系
編
纂
会
大
和
葛
城
宝
山
記
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
宝
基
本
記
神
道
大
系
・
伊
勢
神
道
（
上
）
神
道
大
系
編
纂
会
勘
仲
記
増
補
史
料
大
成
臨
川
書
店
公
衡
公
記
史
料
纂
集
続
群
書
類
従
完
成
会
大
嘗
会
巳
刻
次
第
永
和
元
大
日
本
史
料
第
六
編
之
四
十
四
東
大
史
料
編
纂
所
日
本
書
紀
纂
疏
神
道
大
系
・
日
本
書
紀
釈
（
中
）
神
道
大
系
編
纂
会
唯
一
神
道
名
法
要
集
日
本
思
想
大
系
中
世
神
道
論
岩
波
書
店
日
本
書
紀
伝
鈴
木
重
胤
全
集
鈴
木
重
胤
先
生
学
徳
顕
揚
会
1
）
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
〜
同
四
年
（
八
一
三
）＝
【
弘
仁
講
書
】、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
〜
同
十
一
年
（
八
四
四
）＝
【
承
和
講
書
】、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
〜
同
五
年
（
八
八
一
）＝
【
元
慶
講
書
】、
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
〜
同
六
年
（
九
〇
六
）
＝
【
延
喜
講
書
】、
承
平
六
年
（
九
三
六
）
〜
天
慶
六
年
（
九
四
三
）＝
【
承
平
講
書
】、
康
保
二
年
（
九
六
五
）
〜（
中
断
）＝
【
康
保
講
書
】
の
六
回
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
日
本
書
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
翌
年
の
養
老
五
年
に
も
「
養
老
講
書
」
が
行
な
わ
れ
た
と
も
あ
る
が
（『
釈
日
本
紀
』）
が
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
2
）
家
永
三
郎
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
・
上
』「
解
説
四
研
究
・
受
容
の
沿
革
」、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
。
56
頁
。
3
）
伊
藤
論
文
以
降
に
、
阿
部
泰
郎
「
中
世
王
権
と
中
世
日
本
紀
」
（『
日
本
文
学
』
一
九
八
五
年
五
月
号
。
斎
藤
英
喜
編
『
日
本
神
話
そ
の
構
造
と
生
成
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
に
再
録
）、
「〞
日
本
紀
〝
と
い
う
運
動
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
四
五
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
九
九
年
三
月
号
）
な
ど
。（
な
お
、
阿
部
の
「
中
世
日
本
紀
」
を
め
ぐ
る
論
考
は
、『
中
世
日
本
の
世
界
像
』
名
古
屋
大
学
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
に
再
編
集
さ
れ
て
い
る
）。
原
克
昭
『
中
世
日
本
紀
論
考
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
、
斎
藤
英
喜
「
日
本
紀
講
か
ら
中
世
日
本
紀
へ
」（
伊
藤
聡
編
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）。
ま
た
神
話
研
究
史
に
お
け
る
「
中
世
日
本
紀
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
「「
中
世
日
本
紀
」
と
神
話
研
究
の
現
在
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
二
〇
一
一
年
、
五
月
号
で
論
じ
た
。
4
）
主
な
論
著
と
し
て
、
山
本
ひ
ろ
子
『
中
世
神
話
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
八
年
。
兵
藤
裕
己
『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
山
本
ひ
ろ
子
「
神
話
と
歴
史
の
は
ざ
ま
」
（
山
本
編
『
神
話
と
歴
史
の
は
ざ
ま
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
斎
藤
英
喜
「
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
と
中
世
神
話
｜
中
尾
計
佐
清
本
「
金
神
方
位
の
神
祭
文
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
佛
教
大
学
『
歴
史
学
部
論
集
』
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
）、
小
川
豊
生
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
、
伊
藤
聡
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
村
田
真
一
『
宇
佐
八
幡
宮
神
話
言
説
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
、
星
優
也
「
神
祇
講
式
を
招
し
祈
ら
む
」（
斎
藤
英
喜
・
井
上
隆
弘
編
『
神
楽
と
祭
文
の
中
世
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。
5
）
「
近
世
神
話
」
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
英
喜
「
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』」（
佛
教
大
学
『
文
学
部
論
集
』
第
94
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
宣
長
・
ア
マ
テ
ラ
ス
・
天
文
学
」（
佛
教
大
学
『
歴
史
学
部
論
集
』
創
刊
号
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
異
貌
の
『
古
事
記
』」（『
現
代
思
想
・
総
特
集
古
事
記
』
二
〇
一
一
年
五
月
臨
時
増
刊
号
）、
同
『
古
事
記
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
同
「
中
世
日
本
紀
か
ら
『
古
事
記
伝
』
へ
」（
山
下
久
夫
・
斎
藤
英
喜
編
『
越
境
す
る
古
事
記
伝
』
森
話
社
、
二
〇
一
二
年
）、
山
下
久
夫
「「
近
世
神
話
」
か
ら
み
た
『
古
事
記
伝
』
注
釈
の
方
法
」（
鈴
木
健
一
編
『
江
戸
の
「
知
」』
森
話
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「『
古
事
記
伝
』
を
近
世
以
前
か
ら
照
ら
し
出
す
」（
山
下
久
夫
・
斎
藤
英
喜
編
『
越
境
す
る
古
事
記
伝
』
森
話
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
ま
た
最
近
の
動
向
と
し
て
、
近
代
に
お
け
る
「
神
話
」
概
念
の
拡
大
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
神
話
学
を
も
射
程
に
入
れ
た
植
朗
子
・
南
郷
晃
子
・
清
川
祥
恵
編
『「
神
話
」
を
近
現
代
に
問
う
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。
6
）
井
上
寛
司
「
中
世
の
出
雲
神
話
と
中
世
日
本
紀
」（『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
）、
佐
藤
弘
夫
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
平
雅
行
「
神
仏
と
中
世
文
化
」（『
日
本
史
講
座
４
』
東
大
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
な
ど
。
7
）
伊
藤
正
義
「
慈
童
説
話
考
」（『
国
語
国
文
』
555
号
、
一
九
八
〇
年
）、
阿
部
泰
郎
「
慈
童
説
話
の
形
成
」（『
国
語
国
文
』
600
号
・
601
号
、
一
九
八
四
年
）、
桜
井
好
朗
『
祭
儀
と
注
釈
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
同
『
儀
礼
国
家
の
解
体
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
。
山
本
ひ
ろ
子
『
変
成
譜
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
松
本
郁
代
『
中
世
王
権
と
即
位
灌
頂
』
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
、
同
『
天
皇
の
即
位
儀
礼
と
神
仏
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
四
六
な
ど
。
8
）
上
川
通
夫
「
中
世
の
即
位
灌
頂
と
仏
教
」（
岩
井
忠
熊
・
岡
田
精
司
編
『
天
皇
代
替
わ
り
儀
式
の
歴
史
的
展
開
』
柏
書
房
、
一
九
八
九
年
）
9
）
太
田
晶
二
郎
『
前
田
育
徳
会
所
蔵
釈
日
本
紀
・
解
説
』
10
）
久
保
田
収
「
釈
日
本
紀
に
つ
い
て
」（『『
芸
林
』
一
九
六
〇
年
六
月
号
』）
11
）
原
、
前
掲
書
3
）『
中
世
日
本
紀
論
考
』
22
頁
。
12
）
た
だ
し
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
八
「
夫
天
照
大
神
者
、
大
日
之
霊
貴
也
。
豊
秋
津
嶋
者
、
大
日
之
本
国
也
」
の
傍
注
に
「
卜
部
無
左
右
令
決
之
條
、
違
当
家
所
存
者
也
」
と
あ
り
、
神
道
大
系
の
注
は
「
こ
れ
は
卜
部
の
本
地
垂
迹
説
に
つ
い
て
の
批
判
」（
211
頁
）
と
し
て
い
る
。
13
）
こ
の
点
は
、
斎
藤
英
喜
『
荒
ぶ
る
ス
サ
ノ
ヲ
、
七
変
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
同
「
中
世
の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
と
仏
教
」
（『
福
原
隆
善
先
生
古
稀
記
念
仏
法
僧
論
集
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
三
年
）
で
詳
述
し
た
。
14
）
斎
藤
、
前
掲
論
文
3
）「
日
本
紀
講
か
ら
中
世
日
本
紀
へ
」。
ま
た
神
野
志
隆
光
『
変
奏
さ
れ
る
日
本
書
紀
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
も
参
照
。
15
）
卜
部
家
の
家
学
形
成
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
収
『
中
世
神
道
の
研
究
』
第
四
章
「
吉
田
神
道
の
成
立
」
臨
川
書
店
、
一
九
五
九
年
、
岡
田
荘
司
『
兼
倶
本
・
宣
賢
本
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
・
解
題
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
、
原
、
前
掲
書
3
）『
中
世
日
本
紀
論
考
』
参
照
。
16
）
小
川
剛
生
「
知
と
血
｜
摂
関
家
の
公
事
の
説
を
め
ぐ
っ
て
」
（
院
政
期
文
化
研
究
会
編
『
院
政
期
文
化
論
集
１
権
力
と
文
化
』
森
話
社
、
二
〇
〇
一
年
）
17
）
安
江
和
宣
「『
釈
日
本
紀
』
と
大
嘗
祭
」（『
神
道
史
研
究
』
一
九
八
〇
年
七
月
）、
同
「
中
世
に
於
け
る
卜
部
氏
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
と
大
嘗
祭
」（『
皇
學
館
論
叢
』
十
四
巻
｜
一
号
、
一
九
八
一
年
二
月
）
18
）
岡
田
、
前
掲
書
15
）『
兼
倶
本
・
宣
賢
本
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
・
解
題
』
19
）
岡
田
、
前
掲
書
15
）15
頁
20
）
太
田
晶
二
郎
「
上
代
に
於
け
る
日
本
書
紀
講
究
」（『
本
邦
史
学
史
論
叢
上
巻
』
山
房
、
一
九
三
九
年
）
21
）
西
田
長
男
「
卜
部
神
道
の
成
立
と
一
条
家
の
人
び
と
」（『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
四
年
一
九
七
四
年
）
22
）
斎
藤
、
前
掲
書
5
）『
古
事
記
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
』
四
「「
日
本
紀
の
家
」
の
人
び
と
」
166
頁
23
）
折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」（
昭
和
三
年
、
新
全
集
3
）
24
）
西
郷
信
綱
『
古
事
記
研
究
』「
大
嘗
祭
の
構
造
」
未
来
社
、
一
九
七
三
年
、
148
頁
。
25
）
岡
田
荘
司
『
大
嘗
の
祭
り
』
第
三
章
「〞
真
床
襲
衾
〝
論
と
寝
座
の
意
味
」
学
生
社
、
一
九
九
〇
年
。
26
）
た
だ
し
現
行
本
は
「
襲
」
の
字
。
27
）
坂
本
太
郎
「
天
書
管
見
」『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
・
文
献
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
。
初
出
は
『
神
社
協
会
雑
誌
』
二
十
八
ノ
三
、
一
九
二
九
年
三
月
。
28
）
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
道
事
典
』（
弘
文
堂
、
四
七
『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
一
九
九
四
年
）「
大
和
葛
城
宝
山
記
」（
伊
藤
聡
執
筆
）
29
）
山
本
、
前
掲
書
4
）『
中
世
神
話
』
30
）
山
本
ひ
ろ
子
「
神
話
と
呪
物
の
構
想
力
」（『
思
想
』
一
九
九
一
年
九
月
号
）
31
）
岩
波
版
『
仏
教
辞
典
』
参
照
32
）
前
掲
注
7
）の
諸
論
を
参
照
。
33
）
上
川
、
前
掲
論
文
8
）
34
）
小
川
剛
生
『
二
条
良
基
研
究
』
第
一
章
「
即
位
灌
頂
と
摂
関
家
」
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。
小
川
論
文
に
よ
れ
ば
、
一
条
家
経
は
「
洪
才
博
覧
人
」（『
勘
仲
記
』
前
出
）
と
称
え
ら
れ
た
学
識
者
で
あ
っ
た
が
、
西
園
寺
公
衡
か
ら
「
着
御
高
御
座
之
時
有
印
像
云
々
」＝
即
位
灌
頂
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
「
真
言
師
秘
事
、
強
非
執
柄
秘
事
哉
之
由
有
平
語
之
気
…
…
」（『
公
衡
公
記
』
正
応
元
年
〔
一
二
八
八
〕
三
月
二
十
三
日
）
と
、
あ
く
ま
で
も
真
言
師
の
作
法
で
、
摂
関
家
の
存
知
す
る
故
実
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
一
条
家
が
重
視
す
る
の
は
、「
大
嘗
会
供
神
膳
之
作
法
事
」（
前
出
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
玉
林
抄
」
と
い
う
秘
伝
を
記
し
た
書
物
が
当
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
示
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
且
恐
神
慮
之
間
、
供
了
後
、
有
呪
文
」（
同
前
）
と
い
う
よ
う
に
、
天
皇
が
自
ら
神
々
に
供
進
し
た
あ
と
に
、
特
別
な
「
呪
文
」
を
唱
え
た
と
い
秘
事
も
伝
え
て
い
た
。
ま
さ
に
神
膳
供
進
の
「
秘
儀
」
の
作
法
・
知
識
は
、
一
条
家
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
条
家
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
、
二
条
家
の
側
が
「
真
言
師
」（
天
台
座
主
の
道
玄
。
二
条
良
実
の
息
子
）
と
「
共
謀
」
し
て
、
あ
ら
た
に
作
り
出
し
た
の
が
、
即
位
灌
頂
、
即
位
法
の
秘
伝
で
あ
っ
た
。「
伏
見
院
の
代
に
実
修
さ
れ
た
即
位
灌
頂
は
、
大
嘗
会
神
膳
供
進
の
儀
の
か
わ
り
に
、
摂
政
と
天
皇
と
の
関
係
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
、
新
し
い
試
み
」（
小
川
、
前
出
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
35
）
小
川
、
前
掲
34
）論
文
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
期
、
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
十
一
月
の
大
嘗
会
の
神
膳
供
進
の
儀
で
「
宮
主
」
を
勤
め
た
卜
部
兼
熙
「
大
嘗
会
巳
刻
次
第
永
和
元
」
に
は
「
以
上
米
御
飯
御
備
進
之
後
、
有
御
真
言
、
次
令
結
印
給
了
、
先
日
大
殿
〔
二
条
殿
、
御
名
良
基
〕
仰
云
、
御
即
位
大
嘗
会
有
真
言
、
天
子
御
灌
頂
儀
也
、（「
大
嘗
会
巳
刻
次
第
永
和
元
」
355
頁
）
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
。
天
皇
が
神
饌
を
供
え
る
と
き
に
「
真
言
」
を
唱
え
「
印
」
を
結
び
、
即
位
の
大
嘗
会
は
「
天
子
御
灌
頂
儀
」
と
も
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
細
注
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
言
説
は
二
条
良
基
の
説
に
も
と
づ
く
。
卜
部
家
の
口
伝
書
の
な
か
に
も
、
即
位
灌
頂
を
推
進
し
た
二
条
家
側
の
言
説
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
う
し
た
動
向
が
、
一
条
兼
良
を
経
由
し
て
、
吉
田
兼
倶
の
神
道
説
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
36
）
加
茂
正
典
『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』
第
七
章
「
天
孫
降
臨
神
話
と
大
嘗
祭
」
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
37
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
英
喜
「
神
道
・
大
嘗
祭
・
折
口
信
夫
｜
神
道
は
い
か
に
可
能
か
」（『
現
代
思
想
』
臨
時
増
刊
号
「
総
特
集
・
神
道
を
考
え
る
」
二
〇
一
七
年
二
月
）、
同
「
神
道
史
の
な
か
の
折
口
信
夫
」（
佛
教
大
学
『
歴
史
学
部
論
集
』
第
七
号
、
二
〇
一
七
年
）
で
論
じ
た
。 四
八
